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屋内真菌汚染は院内疾患の主原因となっています。特に感

染症のアウトブレーク調査やビルの建築・改装工事中には

真菌汚染の環境モニタリングの実施を強く推奨します。更

に、空気環境アセスメントは血液疾患患者のような高リス

ク患者病棟の空調処理の効率性検証に役立ちます。従来の

環境真菌測定に使われる培養方式では時間が掛る上、微生

物数が過少評価されます。

微生物の生存性は院内環境に於いて、感染力の重要な判断

基準となります。本研究[１]では、空気捕集(コリオリスエ

アサンプラー)と固相サイトメトリー(SPC)システムによる

空中生存真菌の迅速検知を目的に２つの最新技術の組み合

わせを検証しました。

コリオリスサンプルを SPC で検査した場合、培養法の結果

（MEA 培地）と比較して、より多数の生存真菌（1.5 倍）を検出

（図１）：オフィス内(220±45 生存真菌/㎥ vs 133±31 cfu/㎥)、通常の

病室(154±30 生存真菌/㎥ vs 98±16 cfu/㎥)、血液患者病棟内廊下

(31±9 生存真菌/㎥ vs 23±10 cfu/㎥)。

図１：コリオリスサンプリングによって得られた真菌濃度； 10 サンプルの平均

値±1 標準偏差値 *ANOVA による有意差 (P<0.05) コリオリスエアサンプ

リングを組み合わせた SPC の大きな利点は、培養法使用よりも迅速であること。

（5 時間 vs 5 日）

 異なったレベルの空中浮遊真菌量のエアサンプリング

捕集のため、次のサイトを選択：オフィス（高）、従来

の病室（中）、血液患者病棟内廊下（低）、クリーンル

ーム（非常に低い）

 コリオリス 空気捕集：300L/分、10 分、床から１ｍの

高さで部屋の中央部

全エリアからのサンプルを SPC 及び麦芽エキス寒天培地

（MES 培地）による培養法により分析。

本研究は、コリオリスエアサンプリングと固相サイトメトリー(SPC)の組合せが、

院内環境に於ける生存真菌をより迅速にモニタリング出来ることを示しました。

従ってコリオリスと SPC は、早期警戒及び是正措置の迅速な実施の為に使用出来ます。

生存真菌の検知は、免疫抑制患者病棟に於ける感染リスク評価に重要です

 コリオリスμ、滅菌サンプリングカップ

（Bertin 社）、捕集液 15ml

 固相サイトメトリー(SPC)システム: ChemScan RDI 

システム

（AES Chemunex 社）


